
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

【

公

告

】

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

立

入

り

の

許

可

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

道

路

の

位

置

の

指

定

〃

○

落

札

者

等

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

教

育

委

員

会

】

○

平

成

二

十

八

年

度

岡

山

県

立

学

校

寄

宿

舎

指

導

教

育

委

員

会

員

採

用

候

補

者

選

考

試

験

の

実

施

○

平

成

二

十

八

年

度

岡

山

県

立

学

校

実

習

助

手

採

〃

用

候

補

者

選

考

試

験

の

実

施

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

の

実

施

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
号

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

１

一－

（
八－

ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゾ
［
一
・
二－

ｂ
：
四
・
五－

］
ジ
フ
ラ
ン－

四－

イ
ル
）
プ
ロ

ｂ′

パ
ン－

二－

ア
ミ
ン
（
通
称
名
Ｂ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ－

Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ
Ｆ
Ｌ
Ｙ
）
及
び
そ
の
塩
類

２

一－

ペ
ン
チ
ル－

Ｎ－

（
二－

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

一
Ｈ－

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル

－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類

３

一－

（
五－

フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）－

Ｎ－

（
二－
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

一

Ｈ－

イ
ン
ダ
ゾ
ー
ル－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

五
Ｆ－

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）

及
び
そ
の
塩
類

４

一－

ペ
ン
チ
ル－

Ｎ－

（
二－

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－

二－

イ
ル
）－

一
Ｈ－

イ
ン
ド
ー
ル－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
及
び
そ
の
塩
類

５

一－

（
五－

フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）－

Ｎ－

（
二－

フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ン－
二－
イ
ル
）－

一

Ｈ－

イ
ン
ド
ー
ル－

三－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
（
通
称
名
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｙ
Ｌ－

五
Ｆ－

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
及
び

そ
の
塩
類

二

指
定
の
理
由

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
三
三
九
〕
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

六
十
六
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線
新
見
市
太
陽
光
線
新
設
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

、

、

、

、

、

岡
山
県
新
見
市
大
字
西
方
字
ク
ズ
レ
タ
キ

字
ク
ス
レ
タ
キ

字
柴
倉
山

字
山
神

字
道
仙

、

、

、

、

、

、

字
土
堂

字
并
山

字
清
水
池

字
ヒ
ア
タ
リ
ヒ
ラ

字
タ
テ
ヤ
マ

字
立
山

字
横
総
利

字
箕
平

字
赤
羽
祢

字
笹
端

字
中
ノ
畝

字
丸
畝

字
カ
ク

、

、

、

、

、

、

レ
サ
コ

字
石
ヤ
ス
ミ

字
石
ヤ
寸
ミ

字
セ
ン
マ
イ
サ
コ

字
鹿
子
峠

字

、

、

、

、

、

ト
ヒ
ガ
寸

字
ト
ヒ
カ
寸

字
ソ
イ
タ
ニ

字
畝
畑

字
山
迫

字
城
松

字

、

、

、

、

、

、

大
原
、
字
箕
リ
平
、
字
カ
ブ
リ
ガ
ヒ
ラ

、

、

、

、

、

〃

〃

大
字
金
谷
字
下
ケ
迫

字
柿
木
迫

字
三
井
ケ
平

字
吉
祥
頭

字
吉
祥
上
エ

字
落
久
保
、
字
火
打
岩
ノ
下
タ
、
字
本
谷
山
、
字
観
音
山
、
字
カ
ウ
ゼ
ン
山

〃

〃

哲
多
町
大
字
田
淵
字
石
ケ
丸

〃

〃

〃

大
字
大
野
字
古
屋
尻

字
立
石

字
丸
山

字
中
屋
奥

字
山
神
平

字

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

峠
田
平

字
峠
田
ノ
上

字
古
屋

字
中
ノ
通
リ

字
古
屋
向

字
垣
内

、

、

、

、

、

、

字
縄
手
ノ
下

字
峠

字
タ
ワ

字
竹
ノ
下

字
古
屋
家
前

字
古
屋
口

字
家
ノ
上
道
ノ
下

字
古
屋
道
ノ
上

字
立
畑

字
山
ノ
神

字
古
屋
ノ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

下

字
札
立

字
家
ノ
上

字
小
石
向

字
大
久
保
ノ
上

字
ツ
エ
ノ
平

字
四
ツ
又

字
盆
迫

字
家
ノ
向

字
メ
ウ
ト
岩

字
家
ノ
西

字
山
ヘ

、

、

、

、

、

リ

字
大
畑

字
桜
ノ
谷

字
中
山

字
道
狭
ミ

字
ハ
マ
ア
バ

字
塚

、

、

、

、

、

、

ケ
ハ
ナ
、
字
小
見
山
、
字
嫁
ノ
血
、
字
道
ノ
畝
、
字
田
ノ
向

〃

〃

〃

大
字
宮
河
内
字
大
道
ノ
上
、
字
水
晶
山
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〔
三
四
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

赤
磐
市
西
中
字
中
張
田
三
三
二

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

赤
磐
市
下
市
八
六

一
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
下
市
二
〇
一

－

富
山

裕
道

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
九
号
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〔
三
四
一
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
長
津
一
七
六
〇
番

四
・
〇
〇

三
〇
・
六
七

建
第
二
〇
一
〇
号

一

平
成
二
十
七
年
八
月

十
一
日
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〔
三
四
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
中
央
装
置
機
器
等

一
式

二

借
入
期
間

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
九
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
柳
町
一
丁
目
一
番
一
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
四
、
四
八
七
、
二
三
八
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
三
二
、
三
八

八
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
公
告

平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県
立
学
校
寄
宿
舎
指
導
員
採
用
候
補
者
選
考
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

選
考
す
る
校
種
・
職
種
及
び
採
用
候
補
者
見
込
数

県
立
特
別
支
援
学
校
・
寄
宿
舎
指
導
員
（
六
名
程
度
）

二

受
験
資
格

次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

１

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
者

２

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、
岡

山
県
教
育
委
員
会
が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

自
力
で
の
通
勤
が
可
能
で
、
介
助
者
な
し
で
寄
宿
舎
指
導
員
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
な

者
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
受
験
上
の
配
慮
を
行

う
。

三

試
験
の
日
時

１

第
一
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

第
二
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
県
立
烏
城
高
等
学
校
（
岡
山
市
北
区
伊
島
町
三
丁
目
一

一
）

－

２

第
二
次
試
験

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
（
岡
山
市
北
区
高
松
原
古
才
三
三
六

二
）

－

五

出
願
書
類
の
受
付
期
間

１

持
参
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
十
八
日
（
金

曜
日
）
ま
で
の
期
間
内
の
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
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間
、
受
け
付
け
る
。

２

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
の
消
印
の
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
る
。

六

出
願
書
類
の
提
出
先

岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四

六
）

－

七

そ
の
他

１

所
定
の
受
験
願
書
等
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
十
八
日

（
金
曜
日
）
ま
で
の
間
、
岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。
ま
た
、
岡
山
県
教
育

庁
教
職
員
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

か
ら
ダ
ウ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
1
4
5
/

）

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課

電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六

七
五
八
一

－

平成２７年８月２１日　岡山県公報　第１１７１３号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
公
告

平
成
二
十
八
年
度
岡
山
県
立
学
校
実
習
助
手
採
用
候
補
者
選
考
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

選
考
す
る
校
種
・
教
科
等
及
び
採
用
候
補
者
見
込
数

県
立
学
校
・
農
業
（
若
干
名
）

県
立
学
校
・
工
業
［
機
械
系

（
若
干
名
）

］

県
立
学
校
・
工
業
［
電
気
系

（
若
干
名
）

］

県
立
学
校
・
工
業
［
建
築
系

（
若
干
名
）

］

二

受
験
資
格

次
の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

１

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
者

２

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、
岡

山
県
教
育
委
員
会
が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

自
力
で
の
通
勤
が
可
能
で
、
介
助
者
な
し
で
実
習
助
手
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
者

身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
た
受
験
上
の
配
慮
を
行

う
。

三

試
験
の
日
時

１

第
一
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

第
二
次
試
験

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

試
験
場

１

第
一
次
試
験

岡
山
県
立
烏
城
高
等
学
校
（
岡
山
市
北
区
伊
島
町
三
丁
目
一

一
）

－

２

第
二
次
試
験

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
（
岡
山
市
北
区
高
松
原
古
才
三
三
六

二
）

－

岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
等
学
校
（
岡
山
市
北
区
伊
福
町
四
丁
目

三

九
二
）

－
－

五

出
願
書
類
の
受
付
期
間
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１

持
参
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
月
十
八
日
（
金

曜
日
）
ま
で
の
期
間
内
の
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の

間
、
受
け
付
け
る
。

２

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
の
消
印
の
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
る
。

六

出
願
書
類
の
提
出
先

岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四

六
）

－

七

そ
の
他

１

所
定
の
受
験
願
書
等
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
九
月
十
八
日

（
金
曜
日
）
ま
で
の
間
、
岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。
ま
た
、
岡
山
県
教
育

庁
教
職
員
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
1
4
5
/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課

電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六

七
五
八
二

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
四
十
七
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
十
九
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う

）
。

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
月
二
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
（
月
）

午
前
九
時

平成２７年８月２１日　岡山県公報　第１１７１３号



平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
九
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
十
四
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
十
五
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
月
十
六
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
十
九
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
四
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場
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真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
九
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
（
月
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
七
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

午
前
九
時

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
十
六
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九
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午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先
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住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
四
十
八
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
月
六
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）

午
前
九
時

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
（
火
）
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湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
七
年
十
二
月
八
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
（
火
）

午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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